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中学校 国語

文学的な文章を解釈する力を習得させる指導法の研究

－描写に込められた作者の意図や場面の役割を考える活動を通して－

八戸市立下長中学校 教諭 北 川 善 洋

要 旨

本研究は，中学校国語科の文学的な文章の学習において，描写に込められた作者の意図や場面

の役割を考えさせる活動を通して，文章を解釈する力を習得させることを目指したものである。

描写に込められた作者の意図や場面の役割を考えさせる指導において，作者の演出という視点を

与えることで，広い視点から多様な解釈をする生徒が増えた。また，自分の考えを交流する活動

を通して，文章の解釈の深まりも見られた。
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Ⅰ 主題設定の理由

中学校学習指導要領（平成20年３月告示）では「Ｃ 読むこと」の第１学年の指導事項に「ウ 場面の展

開や登場人物などの描写に注意して読み，内容の理解に役立てること」とある。これは，文章の中の時間的，

空間的な場面の展開，登場人物の心情や行動，情景描写などの言葉を手掛かりにしながら内容をとらえるこ

とである。これまでは，物語の流れに沿って場面を分けたり，登場人物の人物描写や心情描写，情景描写に

線を引いたりしながら内容をとらえる指導をしてきた。しかし，このような指導では書いてあることをその

まま理解するだけで，深まりのない解釈になってしまうことが多かった。そこで，より深く文章を解釈する

ためにはどのような指導が効果的なのかを明らかにしたいと考えた。

本研究は，場面の情景描写や人物描写を読み，その描写に込められた作者の意図や作品全体の中でその場

面が果たす役割を考えさせ，その考えを交流させることで，より深く文章を解釈する力が習得されることを，

実践を通して検証しようとするものである。

Ⅱ 研究目標

中学校国語科における文学的な文章の学習において，文章を解釈する力を習得させるために，描写に込め

られた作者の意図や場面の役割を考えさせ，それを交流させるという活動が有効であることを実践を通して

明らかにする。

Ⅲ 研究仮説

文学的な文章の学習において，次のような活動を行うことで，文章をより深く解釈する力を習得させるこ

とができるだろう。

・情景描写と人物描写に込められた作者の意図や作品全体の中で各場面が果たす役割を考えさせる。

・考えた作者の意図や場面の役割を交流し合い，内容の理解を深める。

Ⅳ 研究の実際とその考察

１ 研究における基本的な考え方

中学校学習指導要領解説国語編（平成20年９月）の第１学年「Ｃ 読むこと」では，文章の解釈に関する

指導事項の解説に，「文学的な文章を読むためには，言葉を手掛かりにしながら文脈をたどり，視点を定め

て読むことが必要であり，そのことによって深い理解や感動が得られる」とあり，文章を読むための視点を



定めることの必要性が示されている。また，山本は小説の学習指導について「小説という，作家のつくり出

したテクストを教材として，読むことの授業を進めるということの大きな理由の一つが，この作者側に立つ

理解のしかたを学ぶということなのである」と示している（山本隆春，2005）。このことから，視点を定め

て読むことの一つに，作者側に立つ読み方があると考える。作者側に立つ読み方とは，「なぜ，作者はこの

ように書いたのか」という描写に込められた作者の意図や，「文章全体から見たときに，この場面にはどの

ような役割があるのか」というそれぞれの場面が果たす役割を考えながら読むことである。

そこで本研究では，文章を解釈する力を習得させるための指導の手だてとして，作者の演出という視点を

生徒に与えることが効果的ではないかと考えた。それによって，生徒が作者側に立ち，文章に書いてあるこ

とをそのまま読み取るだけでなく，読み取ったことを基に描写に込められた作者の意図や場面の役割につい

て多様な解釈をするのではないかと考えられる。

また，文章を解釈する力の習得には，解釈した考えを生徒同士交流させることも効果的だと考える。交流

することで，自分では読み取ることができなかった解釈や，読み取ってはいたものの表現できなかった考え

を聞くことができ，自分の考えが深められるからである。そのための工夫として，交流によって他の人の解

釈を聞き，その中で自分の考えに取り入れたいと思うものをワークシートに書き込ませる活動を設定した。

２ 研究内容

(1) 「少年の日の思い出」の描写に込められた作者の意図や場面の役割

本研究では「少年の日の思い出｣(光村図書 国語１ 平成17年度版 作者 ヘルマンヘッセ 訳 高橋

健二）を教材として取り上げた。そして，作者の演出という視点から，描写に込められた作者の意図や場

面の役割を考えさせるという課題に取り組ませたときに，生徒に注目させたい描写の例とその描写から考

えられる場面の役割を表１のようにまとめた。

ただし，第四場面と第五場面では場面の役割を考えさせる課題ではなく，主人公の心情について考えさ

せる課題に取り組ませた。これは，この場面の主人公の心情を読み取らせることが，作品の主題を考える

ために必要だと考えたからである。また，第六場面は結末の部分であるため，場面の役割ではなく主題を

考えさせる課題を設定した。

表１ それぞれの場面における描写と役割
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ことで，描写は作者の演出であり，そこに，何らかの意図が込められていることを理解させた。
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図１ 作者の演出という視点を分かりやすく伝えるための工夫

場面 場面のタイトルとページ・行数 描写の例 場面の役割 
一 思い出話を始める客 

（p.154 l.3～p.156 l.12） 
・昼間の明るさは消え失せようとしていた。窓の外に
 は，色あせた湖が，丘の多い岸に鋭く縁取られて，
 遠くかなたまで広がっていた。

・客がこれから語る思い出が暗い話であ
 るということを示す役割。 

二 ちょう集めに熱中していた「僕」 
（p.156 l.13～p.158 l.3） 

・今でも，美しいちょうを見ると，おりおり，あの熱
 情がみにしみて感じられる。 

・「僕」の熱情の強さを示し，クジャクヤ
 ママユを盗んでしまう事件を引き立て
 る役割。 

三 コムラサキをエーミールに見せ 
る「僕」 
（p.158 l.4～p.159 l.17）

・この少年は非のうちどころがないという悪徳をもっ
 ていた。 

・エーミールに対する「僕」の気持ちを
 示し，第四場面の「僕」の複雑な心情
 を際だたせる役割。 

四 クジャクヤママユを盗む「僕」 
（p.160 l.1～p.163 l.10）

・胸をどきどきさせながら，「僕」は紙きれをとりの
 けたいという誘惑に負けて，留め針を抜いた。

五 エーミールに謝る「僕」 
（p.163 l.11～p.166 l.9） 

・すると，エーミールは，激したり，「僕」をどなり
 つけたりなどはしないで低く「ちぇっ。」と舌を鳴
 らし……。 

六 ちょうをつぶす「僕」 
（p.166 l.10～p.166 l.16）

・ちょうを一つ一つ取り出し，指で粉々に押しつぶし
 てしまった。

 



(3) 考えを深めさせる工夫

文章の解釈について自分の考えを深めるために，次のように生徒同士で考えを交流させた。

ア グループにおける交流

・四人グループで，順番に自分の解釈を発表する。

・自分の解釈に取り入れたいと思った考えは，各自赤ペンでワークシートに記述する。

・交流後に文章を再読し，さらに付け加えたいと思ったことをメモする。

イ 学級全体における交流

・挙手で自分の解釈を発表する。

・教師が板書する。

・自分の解釈に取り入れたいと思った考えは，各自赤ペンでワークシートに記述する。

・交流後に文章を再読し，さらに付け加えたいと思ったことをメモする。

このように，交流によって自分では気付かなかった解釈を聞き，自分の考えに付け加えることで，考え

を深めさせることができると考えた。また，ワークシートには自分の解釈を記述する欄と交流で聞いた他

の人の解釈をメモする欄を設け，考えの変容が分かるように工夫した。

３ 検証の方法

作者の演出という視点を与えて構成

や叙述を解釈させた学級（以下，仮説

検証群とする）と，その視点を与えず

に解釈させた学級（以下，統制群とす

る）とで，それぞれ共通の課題（表２）

自
分
の
解
釈

他
の
人
の
解
釈
の
メ
モ

表２ 各場面における課題

図２ 第一場面のワークシート

場面 共通の課題
 一 情景描写を読み，この場面の役割について考えをまとめる。
 二 「僕」の人物描写を読み，この場面の役割について考えをまとめる。
 三 エーミールの人物描写を読み，この場面の役割について考えをまとめる。
 四 「僕」の気持ちの流れを読み，なぜちょうを盗んでしまったか考えをまとめる。
 五 エーミールの言動を読み，「僕」の気持ちを考える。
六 この終わり方で伝えたかったことを書く。



に取り組ませ，場面ごとにワークシートに記述した内容を比較し，分析した。比較，分析は次の点について

行った。

・共通の課題に対する記述の内容と数。

・交流後に追加された記述の内容と数。

４ 検証授業の実際

(1) 教材名 「少年の日の思い出」（光村図書 国語１ 平成17年度版 作者 ヘルマンヘッセ 訳 高橋

健二）

(2) 対 象 八戸市立下長中学校 第１学年 117名（仮説検証群２組：30名 ７組：29名 統制群１組：29

名 ５組：29名）

(3) 指導計画

５ 考察

(1) 他の場面との関連を考えながら文章を読み取る傾向

仮説検証群と統制群の第一場面のワークシートの記述を比較すると，仮説検証群では次のように他の場

面との関連を考えながら文章を読み取ろうとする記述が多く見られた。

 時 学習のねらいと主な学習活動 留意点 
１ ○仮説検証群と●統制群で共通の学習活動。 

【文章の構成と登場人物を確認する】 
・「少年の日の思い出」を通読する。 
・文章を六つの場面に分ける。 
・登場人物を確認する。 

〔ワークシート１]《個人》

 
・文章が現在と過去の二つに分けられること
 を確認する。 
・過去の場面は現在の客の思い出話であるこ

とを確認する。 
２ 【第一場面の情景描写を読み，この場面の役割について考える】

○仮説検証群 
・本文の冒頭部分とそれを教師がリライトした文章を比較し，読み取ったイメージ
 の違いについて考える。 
・本文と同じようなイメージを読み取れる描写に，線を引く。 
ア 物語全体から見たときに，この場面がどんな役割を持っているか考えて書く。
イ ４人グループで考えを交流する。 
ウ 交流から気付いたこと，考えたことをメモする。 
エ 全体で発表する。 
オ 第二場面を再読して，気付いたこと，考えたことをメモする。 
●統制群 
・本文の冒頭部分から場所や時間が分かる描写に線を引く。 
・線を引いた描写を確認する。 
・以下，アからオまで仮説検証群と同じ。 

〔ワークシート２]《個人》《グループ》

 
・描写は作者の演出であり，そこに作者の意
 図が込められていることを確認する。 
・作者の演出に込められた意図が分からない
 生徒には，「筆者はなぜ，そのように書い
 たのか。」という質問で援助する。 
・交流の中で，取り入れたい考えがある時は，
 赤ペンでワークシートに書き込ませる。 

３ 【第二場面の「僕」の人物描写を読み，この場面の役割について考える】
○仮説検証群 
・本文の一部分とそれを教師がリライトした文章を比較し，読み取れる内容の違い
 について考える。 
・本文と同じような内容を表している描写に，線を引く。 
第２時のア～オと同じ。 
●統制群 
・ちょう集めに熱中する「僕」の様子が分かる部分に線を引く。 
・「僕」の人物像をまとめる。 
・以下，アからオまで仮説検証群と同じ。 
〔ワークシート３《個人》《グループ》 

 
・大人になった今でも，ちょうに対する熱情
 を持っている演出を読み取らせる。 
・なぜ，第二場面ではこのような演出がされ
 ているのか，文章全体におけるこの場面の
 役割を考えさせる。 
・交流の中で，取り入れたい考えがある時は，
 赤ペンでワークシートに書き込ませる。 

４ 【第三場面のエーミールの人物描写を読みこの場面の役割について考える】
○仮説検証群●統制群 
・「僕」がエーミールをどう思っていたかが分かる描写に線を引く。 
・エーミールがどんな人物か分かる描写に線を引く。 
・エーミールの人物像をまとめる。 
第２時のア～オと同じ。 

〔ワークシート４]《個人》《グループ 》

・仮説検証群の生徒には，読み取ったエーミ
 ールの人物像に，作者のどんな意図が込め
 られているかを考えながら，場面の役割を
 まとめさせる。 
・交流の中で，取り入れたい考えがある時は，
 赤ペンでワークシートに書き込ませる。

５ 【第四場面の「僕」の気持ちの流れを読み，なぜちょうを盗んでしまったかを考え
る】 
○仮説検証群●統制群 
・盗みにかかわる「僕」の気持ちを表す描写に線を引く。 
・「僕」の気持ちにかかわる出来事に線を引き，「僕」の気持ちの部分と矢印で結ぶ。
・「僕」がクジャクヤママユを盗んだ理由を五つ以上書く。 
第２時のア～オと同じ。 

〔ワークシート５]《個人》《グループ 》

・仮説検証群の生徒には，「僕」が盗みを犯
す過 程で，どのような演出がされているか
考え させながら，理由を書かせる。 
・できるだけ多くの理由を書かせるために，
 五つ以上書くことを条件とする。 
・交流の中で，取り入れたい考えがある時は，
 赤ペンでワークシートに書き込ませる。 

６ 【第五場面からエーミールの言動を読み，「僕」の気持ちを考えよう。】
○仮説検証群●統制群 
・エーミールの言動に線を引く。 
・エーミールの言動に対する「僕」の気持ちに線を引く。 
・エーミールの言動から「僕」がどんな気持ちになったか，考えられることを五つ
 以上書く。 

・仮説検証群の生徒には，エーミールの言動
 にどのような演出がされているかという視
 点から線を引かせ，それによって「僕」が
 どんな気持ちになったかについて考えさせ
 る。

  第２時のア～オと同じ。 
〔ワークシート６]《個人》《グループ 》

・できるだけ多くの理由を書かせるために，
 五つ以上書くことを条件とする。 
・交流の中で，取り入れたい考えがある時は，
 赤ペンでワークシートに書き込ませる。

７ 【第六場面を読み，この終わり方で伝えたかったことを書こう】
○仮説検証群●統制群 
・最後の場面を読み，文章の主題をまとめる。 

〔ワークシート７]《個人》

・原稿用紙の最後まで書かせる。 
・６時間目までのワークシートを活用させ 
 る。

 



図３，４は，第一場面のワークシートの記述内容を分析し，仮説検証群と統制群それぞれにまとめたも

のである。仮説検証群では，他の場面との関連を考えながら文章を解釈している傾向が見られ，統制群よ

り広い視点で解釈をしていた。このことは，第二場面と第三場面のワークシートの記述の比較においても

同じような結果になった。

他の場面と関連させて解釈する生徒が仮説検証群に多いのは，作者の演出という視点を与えることで,
「なぜ，そのように書いたのか」という作者の意図を考えながら読み取ろうとしたためと考えられる。

また，第六場面を読んで主題をまとめた記述の分析でも，仮説検証群では次のように，他の場面と関連

させながら，主題をまとめている記述が多かった。

図５は，他の場面と比較して主題を記述した数を仮説

検証群と統制群とで比較したものである。この図からも，

仮説検証群の生徒は他の場面と関連させながら，文章を

解釈する傾向があることが分かる。

(2) 仮説検証群の多様な解釈

図６は，第二場面のワークシートに記入された交流後

の書き込み数を比較したものである。仮説検証群の方が

統制群より書き込み数が多いことが分かる。このほかに

も，第一場面と第三場面の書き込みの比較を見ても，仮

説検証群の方が統制群より書き込み数が多かった。

仮説検証群と統制群では，交流前の記述の量には差が

ない。それにもかかわらず，交流後の書き込みの量に差

があるのは，仮説検証群の生徒の方が，多様な解釈をし

ているためと考えられる。

また，書き込みの内容を分析すると，仮説検証群の書

き込みは，次の例のように，一つの場面からの解釈だけ

ではなく，他の場面と関連させた解釈の書き込みが多いことが分かった。

図３ 仮説検証群の第一場面の解釈の分析

図５ 他の場面と関連させた主題の記述

図６ 第二場面の書き込み数の比較

図４ 統制群の第一場面の解釈の分析

【第一場面における仮説検証群の記述例】

・その後に始まる，客の思い出話がちょうをつぶしたり，盗んだりと暗いシーンが続くので，客が思い出話をして

いる情景も暗くし，全体的に暗いイメージをつける役割。

・このあと，この客は，エーミールのクジャクヤママユを盗んだつらい事件を語るから，客の心の暗さや，これか

ら始まる思い出話の暗さを出す役割を持っていると思う。

＊下線部は他の場面の内容

【仮説検証群の主題の記述例】

この終わり方で伝えたかったことは，どれだけ少年の心が崩れたかということだと思います。

それは，第二場面で，「とらえる喜びに息もつまりそうになり」とあって，それだけのちょうへの熱情を持ってい

た少年が，エーミールに軽蔑され，さらに「君はそんなやつなんだな」と言われてしまったからだと思います。

また，その後に少年について「あいつののどぶえに飛びかかるところだった」と書かれています。この感情は，

エーミールに言われたことが，少年にとって図星だったからではないでしょうか。エーミールに，「君はそんなやつ

なんだな」と言われたり，ちょうのあつかいやちょうに対する想いを傷つけられたりして，それが，少年にとって

の大きなダメージとなり，好きであるはずのちょうをやみの中でつぶすことにより，崩れた少年の心情を表してい

ると思います。

＊下線部は他の場面の内容
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これは，作者の演出という視点を与えたことで多様な考えが生まれ，さらにその考えを交流させたこと

で新しい考えに気付き，文章の解釈をより深めることができたためと考えられる。

Ⅴ 研究のまとめ

今回の研究を通して，次のようなことが分かった。

・読み取った内容をまとめたワークシートの記述の比較から，仮説検証群の生徒は，文章全体とそれぞれ

の場面との関連を考えながら文章を読み取ろうとする傾向が見られ，統制群より広い視点で多様な解釈

をしていた。これは，作者の演出という視点を与えることで，「なぜ，そのように書いたのか」という

作者の意図を考えながら読み取ろうとしたためと考えられる。

・交流後のワークシートへの書き込みの比較から，仮説検証群の生徒の書き込みの量が，統制群の生徒の

書き込みより多いことが分かった。仮説検証群と統制群では，交流前の記述の量には差がない。それに

もかかわらず，交流後の書き込みの量に差があるのは，仮説検証群の生徒の方が多様な解釈をしている

ためと考えられる。

・交流後のワークシートへの書き込みの内容分析から，仮説検証群の生徒の書き込みは，一つの場面から

の解釈だけではなく，他の場面と関連させた解釈の書き込みが多いことが分かった。これは，作者の演

出という視点を与えたことで多様な考えが生まれ，さらにその考えを交流させたことで新しい考えに気

付き，文章の解釈をより深めることができたためと考えられる。

以上のことから，描写に込められた作者の意図や場面の役割を考えさせ，それを交流させるという活動が

文学的な文章をより深く解釈する力を習得させるために有効であることは明らかである。

Ⅵ 本研究における課題

○第２学年の「読むこと」領域の指導事項に,｢例示や描写の効果，登場人物の言動の意味などを考え，内容

の理解に役立てること」がある。その指導事項と本研究との関連を図ることが必要である。

○授業のまとめとして生徒が作品の主題を考えてまとめる際，それぞれの場面で文章の解釈はできているが，

それを文章としてまとめることができないという生徒が見られた。どんな生徒でも，ある程度の整った文

章を書けるように，モデルを提示するなどの配慮が必要である。
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【第二場面における仮説検証群の書き込みの例】

○自分の解釈

・僕がどれだけちょうを好きかを表す役割。話の最初は，ちょう集めがすごく好きだったという客にとっては思

い出の話だから物語全体から見たときには，明るい場面だと思う。

●赤ペンで書き込まれた解釈

・好きだからクジャクヤママユを盗んでしまった。

・エーミールへのライバル意識や，クジャクヤママユを盗んだことを強調させ，物語を分かりやすくする。


